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１ 理科改訂の趣旨
(1)平成20年改訂の学習指導要領の成果と課題を踏まえた理科の目標の在り方
① 平成20年改訂の学習指導要領の成果と課題

② 課題を踏まえた理科の目標の在り方

③ 理科における「見方・考え方」

〇 PISA2015では、科学的リテラシーの平均点が国際的に見て高い。
〇 TIMSS2015では、1995年以降の調査において、最も良好な結果。
● TIMSS2015では、理科を学ぶことに対する関心・意欲や意義・有用性に
対して肯定的な回答の割合が低い。

●「観察・実験の結果などを整理・分析した上で、解釈・考察し，説明す
ること」などの資質・能力に課題が見られる。

〇教科目標について、育成を目指す資質・能力の「知識・技能」、「思
考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱
に沿って整理。

〇「見方・考え方」は資質・能力を育成する過程で働く、物事を捉える視
点や考え方。
〇理科の学習においては、この「見方・考え方」を働かせながら、知識及
技能を習得したり、思考・判断・表現したりしていくものであると同時
に，学習を通じて、「理科の見方・考え方」が豊かで確かなものになっ
ていく。



１ 理科の改訂の趣旨

(2) 理科の具体的な改善事項

① 教育課程の示し方の改善

〇課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の
過程を通じた学習活動を行い、それぞれの過程において、資質・能力
が育成されるよう指導の改善を図ることが必要。

〇資質・能力を育成する学びの過程の例を、次頁に示すが、小学校にお
いても、基本的には高等学校の例と同じ流れで学習過程を捉えること
が必要。

ⅰ)資質・能力を育成する学びの過程についての考え方

ⅱ)指導内容の示し方の改善

〇 内容の系統性とともに、育成を目指す資質・能力のつながりを意識し
た構成、配列となるようにする必要がある。

〇「学びに向かう力・人間性等」については、各学年や各分野の「目標」
において整理されたものを、全ての内容において共通的に扱う。



中央教育審議会答申資料（平成28年12月21日）より



２ 理科改訂の要点

(1) 目標の在り方

① 目標の示し方

目標については、最初にどのような学習過程を通して資質・能力を育成
するかを示し、それを受けて、
（１）には、「知識及び技能」
（２）には、「思考力，判断力，表現力等」
（３）には、「学びに向かう力，人間性等」を示した。
各学年の目標については、「A物質・エネルギー」、「B生命・地球」の
内容区分ごとに、育成を目指す資質・能力を示すこととした。

今回の改訂は、小学校理科で育成を目指す資質・能力を育む観点から、
自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を基に考察
し、結論を導きだすなどの問題解決の活動を重視した。また、理科で学ぶこ
との意義や有用性を実感及び理科への関心を高める観点から、日常生活や社
会との関連を重視した。

②「理科の見方・考え方」

※１理科改訂の趣旨（１）③のとおり



２ 理科改訂の要点

① 指導内容の示し方

〇中学校の「第１分野」、「第２分野」との整合性を加味して構成する。
→ 引き続き、「A物質・エネルギー」、「B生命・地球」の二つの内容
区分で構成する。

〇児童が働かせる「見方・考え方」及び育成を目指す「知識及び技能」、
「思考力、判断力、表現力」を示していく。なお、「学びに向かう力、
人間性等」については、各学年の目標にそれぞれ示していく。

② 教育内容の見直し

(2) 内容の改善・充実

〇これまでも重視してきた問題解決の力を具体的に示し、より主体的問題
解決の活動を行うことができるようにする。
○日常生活他教科等との関連を図った学習活動や、目的を設定し、計測し
て制御するといった考え方に基づいた観察、実験や、ものづくりの活動
の充実を図る。
○第５学年「B（3）流れる水の働きと土地の変化」、「B（4）天気の変化」
第６学年「B（4）土地のつくりと変化」において、自然災害との関連を
図りながら学習内容の理解を深める。



小学校，中学校の理科の目標

【小学校】
自然に親しみ、理科の見方・考え
方を働かせ、見通しをもって観察、
実験を行うことなどを通して、自然
の事物・現象についての問題を科学
的に解決するために必要な資質・能
力を次のとおり育成することを目指
す。
(1) 自然の事物・現象についての理解
を図り、観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるように
する。

(2) 観察、実験などを行い、問題解決
の力を養う。

(3) 自然を愛する心情や主体的に問題
解決しようとする態度を養う。

【中学校】
自然の事物・現象に関わり、理科の
見方・考え方を働かせ，見通しをもっ
て観察、実験を行うことなどを通して、
自然の事物・現象を科学的に探究する
ために必要な資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。
(1)自然の事物・現象についての理解を
深め、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本的な
技能を身に付けるようにする。

(2)観察、実験などを行い、科学的に探
究する力を養う。

(3)自然の事物・現象に進んで関わり、
科学的に探究しようとする態度を養
う。



２ 理科改訂の要点

① 理科の「見方」

〇４つの領域ごとの特徴を見いだすことが可能

「エネルギー」を柱とする領域 ‥ 主として量的・関係的な視点
「粒子」を柱とする領域 ‥ 主として質的・実体的な視点
「生命」を柱とする領域 ‥ 主として多様性と共通性の視点
「地球」を柱とする領域 ‥ 主として時間的・空間的な視点

(3) 「理科の見方・考え方」

〇これまで理科で育成を目指してきた問題解決の能力を基に整理
○児童が問題解決の中で用いる、比較、関係付け、条件制御、多面的に
考えるなどといった考え方を「考え方」として整理

〇これらの特徴的な視点は，他の領域においても用いられる視点
〇これら以外にも「原因と結果」や「部分と全体」、「定性と定量」と
いった視点もあることに留意する

② 理科の「考え方」



理科の「考え方」 小学校解説より

比較する

関係付ける

条件を制御
する

多面的に考
える

〇複数の自然の事物・現象を対応させ
比べる。

〇同時に複数の自然の事物・現象を比
べる。

〇ある自然の事物・現象を時間的な前
後で比べる。

差異点、共通点から
問題を見いだす。

〇自然の事物・現象を様々な視点から
結び付ける。
〇変化とそれに関わる要因を結び付け
る。
〇既習の内容や生活経験を結び付ける。

事象と既習内容を結び
付けて、
予想や仮説を発想する。

〇自然の事物・現象を複数の側面から
考える。

解決の方法を発想する
際に、制御すべき要因
と制御しない要因を区
別しながら、計画的に
観察・実験を行う。

〇自然の事物・現象に影響を与えると
考えられる要因について、どの要因が
与えるかを調べる際に、変化させる要
因を区別する。

互いの予想や仮説を尊
重しながら追究する。
予想や仮説、実験方法
を振り返り再検討する。
複数の結果を基に考察
する。



２ 理科改訂の要点

① 学習内容の改善について

〇科学の基本的な概念等を柱に４つの領域で構成

(4) 内容の改善の要点

〇小学校、中学校、高等学校の一貫性に配慮
〇育成を目指す資質・能力、内容の系統性の確保，国際的な教育の流れな
どに配慮

追加，移行及び中学校へ移行を行った主な内容

〇追加した内容
・音の伝わり方と大小（第３学年）
・雨水の行方と地面の様子（第４学年）
・人と環境（第６学年）
○学年間で移行した内容
・光電池の働き〔第６学年（第４学年より移行）〕
・水中の小さな生物〔第６学年（第５学年より移行）〕
〇中学校へ移行した内容
・電熱線の発熱（第６学年から中学校第２学年へ）



２ 理科改訂の要点

（2）観察、実験などを行い、問題解決の力を養うこと。
（思考力・判断力・表現力）

（3）自然を愛する心情や主体的に問題を解決しようとする態度を養うこと。
（学びに向かう力・人間性等）

第３学年：主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす。
第４学年：主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する。
第５学年：主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する。
第６学年：主に妥当な考えをつくりだす。

小学校理科で育成する「資質・能力」について

（1）自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにすること。（知識・技能）



小学校学習指導要領解説理科編の読み方①

〇目標について

育成を目指す資質・能力を次の三つの柱に沿って整理

「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」

〇内容について

「ア」‥「知識及び技能」に関する内容

(ァ)‥

ァ‥ ※階層性に沿った具体的な内容

「イ」‥「思考力、判断力、表現力等」に関する内容

※「学びに向かう力、人間性等」については、各学年の「目標」に記載

★ 総則には「ア」(ァ)(ィ)「イ」等が続けて記載されているが、

解説では間に説明が入り離れているために注意が必要。



小学校学習指導要領解説理科編の読み方②

知識及び技能

思考力，判断力，
表現力等

駆使するこ
とで一緒に
育みたい

見方につながるものを
記述（量的・実体的）

全体の主なねらい

資質・能力

特記事項と
配慮事項

取り扱いのポイント

考え方につながるもの
を記述

系統性の記述

活動例

※解説P27～28参照


